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IV−2．小児 CBP 症例に お け る低体温防止策の 考案

　　　　　竹内正志 ・堤　善充 ・佐藤　茂 ・中島正
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 井福武志

　　社会医療法人雪の 聖母会聖 マ リ ア 病院臨床工 学室

　【は じめ に】小児 CBP 症例 に対 し
， 温風式患者加温

装置を用 い て ヘ モ フ ィ ル タ を加温 し，良好な体温管理

が 可 能で あ っ た症例 を経験 した の で 報告す る．

　 【方法1 コ ヴ ィ デ ィ エ ン 社製温風 式患者加温 装置 ，

ウ ォ
ーム タ ッ チ をヘ モ フ ィル タに接続 し，そ の 際 の 膀胱

温，CHDF 脱血温 ・返血温 の 測 定を lh ご と に 行 っ た．

　【検 討項 目1 通常 の CHDF 回路 群 （NC 群 ），ウ オ

ーム タ ッ チ 接続 群 （WT 群 ）に 分 け，そ れ ぞ れ の 脱

血温 ・返 血温，回路 内温 度変化，目標体温 と膀胱温の

差を比較 した．

　 【結果】脱血 温 は両群 問で差 は なか っ た．WT 群 に

お い て，返血温が有意に 高値で ありt 回路内温度変化

は有意に軽微で あっ た．また ，目標体温 と膀胱温 の 差

にお い て も有意に低値で あ っ た．

　【考察】当シ ス テ ム は 安全 ・簡便 に 体温 管理 を行え

る可 能性があ る こ と が示唆 され た．

W −3．当院 での ABO 血液 型不適 合 腎移 植 にお ける血
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　近年 ， 腎移植 の 成績は飛躍的 に向上 し ， 国内の 生体

腎移植件数は年 々 増加傾 向に あ る．熊本赤十字病院 で

は 1988年に腎移植 1例 目を経験 し， 2010年度 ま で に

128例 の 腎 移植 を施行 して い る （献 腎 36 例 ，生体腎

92 例）．ま た 2000 年以 降の ABO 血 液型不適合 腎移

植症例数は 7 例で あ っ た．移植分野に お い て臨床工 学

技士 が関わ る ア フ ェ レ シ ス 療法に抗体除去を 目的とし

た血漿交換療法が ある．移植適応が拡大されつ つ ある

現在，血 漿交換療法を行う機会は 今後増加する と思 わ

れ る．今回 は 当院 で の ABO 血液型 不適合腎移植症例

と血漿交換療法 の 経験 に つ い て 報 告する．

〈技術講習会＞
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　 ク マ ネージメ ン ト

中園和 子
’1 ・西木亜衣子

’Z ・岩本 ひ と み
＊1 ・古賀伸彦

’3

　　　　　　　　　天神会古賀病院 21臨床工 学部
’1
，

406

　　　　　　　　 同新古賀 ク リニ ッ ク 臨床工 学部
’2
，

　　　　　　　　　　　　同新古賀病院循環 器内科
’3

　 ア フ ェ レ シ ス 療法に は ，単純血 漿交換や 二 重膜濾過

法な ど の 膜分離法，吸着法，細胞成分 分離法な ど様 々

な方法があ り， そ の 適用疾患 は多岐 に渡 る．こ の た め
，

知識 や技術 の 習得が 困難 で あ り，イ ン シ デ ン ト，ア ク

シ デ ン トが発生 し易 い 環境 で あ る とい え る．

　イ ン シ デ ン ト発生 の 背景 と して は，治療 の 頻度が少

な い ，治療方法や 使用する デ バ イス に より使用 方法が

異な る 点 な どが挙げ られ る ．

　こ れ に対 し，ハ ー ド面で は ア フ ェ レ シ ス専用装置が

改 良 さ れ，安全機構の構築，ガ イ ダ ン ス 機能，工 程の

臼動化などよ り，頻度が少 ない 治療法で も安全 に治療

を行える よ うに なっ た．し か し，装置を過信せ ず，常

に ス タ ッ フ の 目で 装置 の 安全を確認する 必要が ある．

　
一方 ソ フ ト面で は

， 各施設で の マ ニ ュ ア ル作成や ア

フ ェ レ シ ス 学会が出 し て い る マ ニ ュ ア ル を活用する こ

ともリス ク軽減に有用 であ ると考える．

　ア フ ェ レ シ ス 治療 は
， 体外循環量 の 増加 ，血 漿分離，

血液製剤注 入，吸着材 な どによる副作用 が発現 す る可

能性があ り，臨床工 学技士 や 看護師が継続 して 患者の

状態 を観 察する必要 がある．医師に関 して も常駐 また

は オ ン コ ール体制を とり，い か なる状況に も各ス タ ッ

フ が 連携 し て 対応 で きる体制を作 り，安全 に 治療を行

うこ とが 重要で ある．

　こ こ で は
，

ア フ ェ レ シ ス 施行の 際 の 注意点や リ ス ク

を提示す る．

　　　　 2．エ ン ド トキ シ ン 吸着療法の現状

　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 竹 中繁則

　　　　　　　　 東 レ ・メ デ ィ カ ル 株 式会社 救急 ・

　　　　　　　　　　　　　 集中治療製品事業部門

　【は じめ に1 トレ ミ キ シ ン は 1994年 7 月に保険収載

され，エ ン ド トキ シ ン 血症 に伴う重症病態あ る い は グ

ラ ム 陰性菌感染に よ る と思 われ る重症病態の患者に対

し て 治療 を行い ，病態 の 改善を図る 目的に使用 され て

い る．本 日 は， トレ ミ キ シ ン の 構造お よ び特徴に つ い

て ，また ，臨床効果 ， 更 には最近，海外で も広 く臨床

応用 される ようにな っ て きた Endotoxin　activity 　assay

（EAA ）法に つ い て の 原理 ・方法に つ い て 紹介する．

　【エ ン ド トキ シ ン 吸着器
“
トレ ミ キ シ ン

”
】エ ン ドト

キ シ ン吸着器
“
ト レ ミ キ シ ン

”
は，血液中に 流入 した

エ ン ドトキ シ ン を
， 早期 に 吸 着 除去す る こ と に よ り，

重症敗血症や敗血症性 シ ョ ッ クの 発症を防止する こ と，

日本 ア フ ェ レ シ ス 学 会雑 誌 　30巻 3号 （2011）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Apheresis

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Apheresis

お よ び，そ の 治療 を 目的に 開発され た 血 液浄化器で あ

る．吸着器の構造は繊維状 の 吸着剤を用 い てお り， 繊

維の 表面に 固定化さ れ，エ ン ド トキ シ ン を吸着する リ

ガ ン ドと して は，エ ン ドトキ シ ン との 結合 親和性 の 高

い 抗生 物 質ポ リ ミキ シ ン B が用 い られ て い る．使用

法は 血 液浄化法 と して 最 も簡便な直接 rfn液灌流法で使

用 で きる よ うに
，
PMX −F の カ ラ ム へ の 充填 方法 と カ

ラ ム 内で の 血液流動方法を最適化 して い る．

　【臨床効 果】2007 年 の Critica！Care誌 に お い て ，

「敗血症治療 に おけ る ポ リ ミ キ シ ン B 固定化繊維 カ ラ

ム の 系統 的 レ ビ ュ
ー」が掲載 され た ．論文 に よ る と

PMX −F に よ る直接血 液灌流法は，平均動脈圧 の 上 昇，

ド
ーパ ミ ン／ドブ タ ミ ン使用 量の 減少，PaO2／Fio2比

の 改 善 ， お よ び 死 亡 率 の 改 善 が確 認 され た ．ま た，

2009年 の JAMA 誌 にお い て，「腹 部敗 血症 性 シ ョ ッ

クに対する ポ リ ミ キ シ ン B に よ る血液 灌流 法 の 早期

使用 EUPHAS 無作 為化比 較試験 」が掲載 され，本研

究 では，対象集団 として腹腔 内グ ラ ム 陰性菌感染 に よ

る重症敗血症 また は敗血 症性 シ ョ ッ ク患者に 対 し，通

常療 法 に加 え て ポ リ ミ キ シ ン B に よる血液 灌流 法 を

行 っ た結果，血 行動態お よび臓器機能不全が有意に改

善され，28 日死 亡 率が低下 した こ とが 報告 され た．

トレ ミ キ シ ン は，欧州を中心 として グ P 一バ ル に使用

され るよ うにな っ て きて お り，エ ビ デ ン ス も確立 され

つ つ ある．また，2010 年か らは，新 し い 臨床試験 と

し て フ ラ ン ス で の 「ABDO −MIX 」，ア メ リ カ で の

「EUPHATES 」が 開始された．

　 【EAA 】 ト レ ミ キ シ ン 治療 の 開始基 準を明確 に し
，

エ ビ デ ン ス を明確にする 立場か らも，信 頼性の 高い 測

定法が 望 まれ て い る．し か し
， 現在 の リ ム ル ス 法に 基

づ く測定法 は，必 ず しも臨床病態 を反映せ ず，多 くの

議論がな されて い る．カ ナ ダで開発 され た ， 新たな原

理 に よ る血 中 エ ン ドトキ シ ン 活性測 定法一EAA （En −

dotoxin　Activity　Assay）法 は ， 臨 床 との 良好 な相 関

関係 を示 し，また FDA （ア メ リ カ連 邦食品 医 薬品

局）の 承認 も取得 して い る こ とか ら，欧米 を中心 に評

価が進 め ら れ て い る．

3．関節 リ ウマ チ に お け る 白血球除去療法 （LCAP ）

　 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小野寺博和

　　　　　　　　 旭化成 ク ラ レ メ デ ィ カ ル 株 式 会社

　　　　血 液浄化国 内事業部西 日本支店学術 グ ル
ー

プ

　現在 の 関節 リ ウ マ チ （RA ） の 治療 目標 は 寛 解で あ

り，そ の 目標達成の た め に は 生物 学的製剤が必須 で す．

しか し， 従 来 の 抗リウ マ チ薬 の みで は，疾患活 動性 が

制御 で きず，合 併症や 副作用 の ため に 生物学 的製剤 を

使用す る こ とが で きな い 症例 も存在 します．こ の 様な

場合に は自血 球除去療法 （LCAP ） も
一

つ の選択肢 と

な り得 ます．今 回は，呼吸器 疾患合併例 また は既往例

に 対 す る LCAP 療 法 ，高齢 者 に対 す る LCAP 療法

等，に つ い て 紹介 させ て い ただ き，LCAP の 有 用性

に つ い て 述 べ させ て い ただ きます．

　　　 4．顆粒 球吸着療 法 に 関す る最近の話題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 島ちか子

　　　　　　　　　　　　　株式会社 JIMRO学術 部

　顆粒 球 吸着療法に 用 い られ る ア ダ カ ラ ム は，患 者末

梢 血か ら活性 化 した顆粒球 お よび単球 を選択 的 に吸着

除去する こ と を 目的 に開発 された 日本発 の 体外循環用

カ ラ ム で あ る．顆粒 球吸着療 法 は国 内外 にお い て 潰瘍

性大腸 炎とク ロ
ー

ン 病 の活動期治療 に用 い られ て お り，

炎症性腸疾患の 有効な治療選択肢 の
一つ と して 定着 し

て きて い る．

　本邦にお い て は，Sakurabaらに よる潰瘍性大腸炎

に対 する顆粒球吸 着療 法 の 週 1回法 と 2回法に関す る

多施設共同無作為割付比 較試験 （Sakuraba　A ，　et　al ：

Am 　J　Gastroenterol，104：2990−2995，2009）な ど に よ

り，施行頻度を詰め て 行 っ たほ うがすみ や か に寛解導

人可能で あ る他，寛解導入率も向上する とい う報告を

受け，2010 年 4 月 よ り，潰瘍性大腸炎に 対する保険

算定上 の 頻度 の 規 定が 削除 さ れ た （保医発 0305 第 1

号）．また ，保険算定 に おけ る 施行頻度の 規定が な く

な っ た こ と を受け ， 入 院 で 顆粒球吸着療法 を受け る潰

瘍性大腸炎患者に まつ わ る医療費 の 算定は，DPC 採

用 施設 にお い て も出来高算定 とな っ た （保 医発 0305

第 1号 ）．

　 ク ロ
ー

ン 病に つ い て は 2008 年 9 月 の 追加効能承認

以 降，使用 成 績調査 （全 例 調 査）が行 われ て い る ．

2009 年 9 月か らの 顆粒球吸着療法の 2 年次 の 調査 結

果で は ，医師の 総合評価 に よ る有効率は 54．1％ （n ＝

294），治験時 と同様の 評価方法で ある ク ロ ー
ン 病活動

指数 （CDAI ）に よ る評価で は 有効率 63．6％ （n ＝99）

で あ っ た．なお ，ク ロ ー
ン 病に 関 して は前述 の 保険算

定上 の 週 1 回 とい う施行頻 度の 規定は削除 されて い な

い もの の
， 保 険適用以来，出来高算定可 能で ある．

　 また，現在国内にお い て 膿胞性乾癬iに対する顆粒球

吸着療法 の 治験 が進行中で あ る ．
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